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１．研究計画の概要 
前近代、王府が公認した寺院は、政治的・経
済的支援を付与されたが、他方で、そのよう
な支援が受けられない寺院も那覇を中心に
多数存在した。このような私的な寺院は、何
かしらの社会的機能を有さなければ、経済的
に存続しえなかったはずであるのだが、かか
る視点に立った研究は皆無である。本研究で
は、首里王府外周辺地域（久米島・沖縄本島
北部の名護と今帰仁・慶良間諸島・渡名喜
島・粟国島）の地方役人層と真言宗寺院の私
寺との関係を明らかにし、それらの寺院が在
地社会に果たした役割を解明したいと考え
る。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）平成１９年度から本年まで、特に沖縄
の地方文書を利用して研究を進めてきた。中
心となったのは、久米島の上江洲家文書と、
首里・那覇士族の日記であり、その結果、近
世期琉球寺院の宗派による社会的機能の相
違を明確にできた。 
（２）平成 21 年度からは、上述研究を進展
する一方で、位牌や骨壺など、文書以外の資
料の基礎研究も開始した。本研究は、特に臨
済宗寺院の社会的機能とリンクしてくるも
のと考えている。位牌や骨壺などは、文書と
は異なり、各家における信仰とダイレクトに
直結しているため、調査が困難な分野である。
そのため、これまで文献史学の立場からの研
究が極めて少ないものの、特に久米島で美済
氏会の全面協力を得ることができ、本年度の
研究は予想以上に進展した。 
（３）さらに、平成 21 年度から、内地寺院
が所蔵する近世期琉球寺院関係文書の調査

を開始した。近世期の琉球寺院に関する内地
寺院文書類が多数存在することについて情
報は得ていたが、これまで研究が皆無である
ため、正確にはどれほどあるのか不明であっ
た。平成 21 年度は、妙心寺と高野山限定で
はあるが、それでも300点近くを確認できた。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 
理由 
当初計画では不確定要素であった位牌・骨壺
調査が予想外に進展したこと。 
当初計画の段階で、近世期の琉球寺院に関す
る内地寺院文書が多数存在する情報は得て
いたものの、実際に、予想を超える多くの文
書が見いだせること。 
 
４．今後の研究の推進方策 
位牌や骨壺に関する調査を進め、まずは基礎
データの集積に努める。内地寺院文書の調査
も同様に基礎データの集積に最大限努力す
る。他方、地方文書を利用した研究では、研
究成果の発表に全力をあげる。 
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